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運用報告書（全体版） 
第96期（決算日 2020年11月16日）第98期（決算日 2021年１月15日）第100期（決算日 2021年３月15日） 

第97期（決算日 2020年12月15日）第99期（決算日 2021年２月15日）第101期（決算日 2021年４月15日） 

受 益 者 の み な さ ま へ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚くお礼申しあげます。 
「アジア社債ファンド Ａコース（為替ヘッジあり）」は、2021年４月15日に第101期の決算を行ないま
したので、第96期から第101期の運用状況をまとめてご報告申しあげます。 
今後とも一層のお引き立てを賜りますようお願い申しあげます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／海外／債券 

信 託 期 間 2012年11月21日から2022年10月17日までです。 

運 用 方 針 

主として、日本を除くアジアの社債を主要投資対象とする投資信託証券（投資信託または外国投資信託の受益証券（振

替投資信託受益権を含みます。）および投資法人または外国投資法人の投資証券をいいます。）の一部、またはすべて

に投資を行ない、インカム収益の確保と信託財産の成長をめざして運用を行ないます。 

主要運用対象 

「アジア・コーポレート・ボンド・ファンド クラスＡ（ＪＰＹヘッジド・ユニット）」受益証券 

「マネー・アカウント・マザーファンド」受益証券 

上記の投資信託証券を主要投資対象とします。 

組 入 制 限 
投資信託証券、短期社債等、コマーシャル・ペーパーおよび指定金銭信託以外の有価証券への直接投資は行ないません。 

外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 

分 配 方 針 
第１計算期は収益分配を行ないません。第２計算期以降、毎決算時、原則として基準価額水準、市況動向などを勘案

して分配を行なう方針です。ただし、分配対象額が少額の場合には分配を行なわないこともあります。 

 

＜641871＞ 

アジア社債ファンド Ａコース（為替ヘッジあり） 
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アジア社債ファンド Ａコース（為替ヘッジあり） 

 
【運用報告書の表記について】 

・ 原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と

は一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。  

 

○最近30期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

J P モ ル ガ ン  ア ジ ア ･ ク レ ジ ッ ト ･ 
インデックス(社債、円ベース、円ヘッジ) 債   券 

組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 

(分配落) 
税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(参考指数) 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

 72期(2018年11月15日) 7,038 50 △0.7 119.19 △0.7 － 98.5 8,585 

 73期(2018年12月17日) 7,025 50 0.5 119.98 0.7 － 98.7 8,301 

 74期(2019年１月15日) 7,026 50 0.7 121.01 0.9 － 98.5 8,202 

 75期(2019年２月15日) 7,049 50 1.0 122.78 1.5 － 98.5 8,050 

 76期(2019年３月15日) 7,073 50 1.0 124.22 1.2 － 98.4 7,916 

 77期(2019年４月15日) 7,062 50 0.6 125.21 0.8 － 98.7 7,738 

 78期(2019年５月15日) 7,039 50 0.4 125.79 0.5 － 98.5 7,640 

 79期(2019年６月17日) 7,044 50 0.8 127.33 1.2 － 98.3 7,503 

 80期(2019年７月16日) 6,977 50 △0.2 128.07 0.6 － 98.5 7,302 

 81期(2019年８月15日) 6,960 50 0.5 128.98 0.7 － 98.4 7,218 

 82期(2019年９月17日) 6,905 50 △0.1 128.69 △0.2 － 98.5 7,022 

 83期(2019年10月15日) 6,878 50 0.3 129.26 0.4 － 98.3 6,991 

 84期(2019年11月15日) 6,847 50 0.3 129.55 0.2 － 98.6 6,909 

 85期(2019年12月16日) 6,796 50 △0.0 129.51 △0.0 － 98.3 6,774 

 86期(2020年１月15日) 6,809 50 0.9 131.03 1.2 － 98.6 6,732 

 87期(2020年２月17日) 6,810 50 0.7 132.03 0.8 － 98.4 6,633 

 88期(2020年３月16日) 6,538 50 △3.3 128.78 △2.5 － 98.5 6,238 

 89期(2020年４月15日) 6,203 50 △4.4 125.82 △2.3 － 98.5 5,898 

 90期(2020年５月15日) 6,354 50 3.2 128.24 1.9 － 98.5 6,036 

 91期(2020年６月15日) 6,463 50 2.5 131.51 2.6 － 98.5 6,137 

 92期(2020年７月15日) 6,463 50 0.8 132.76 0.9 － 98.5 6,130 

 93期(2020年８月17日) 6,520 50 1.7 135.02 1.7 － 98.5 6,124 

 94期(2020年９月15日) 6,509 30 0.3 135.35 0.2 － 98.4 6,057 

 95期(2020年10月15日) 6,462 30 △0.3 135.11 △0.2 － 98.5 5,950 

 96期(2020年11月16日) 6,465 30 0.5 135.75 0.5 － 98.5 5,876 

 97期(2020年12月15日) 6,504 30 1.1 137.22 1.1 － 98.6 5,816 

 98期(2021年１月15日) 6,451 30 △0.4 136.88 △0.2 － 98.5 5,704 

 99期(2021年２月15日) 6,444 30 0.4 137.94 0.8 － 98.5 5,612 

100期(2021年３月15日) 6,396 30 △0.3 136.87 △0.8 － 98.5 5,534 

101期(2021年４月15日) 6,235 30 △2.0 135.50 △1.0 － 98.5 5,335 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 参考指数は、JPモルガン アジア・クレジット・インデックス（米ドルベース）を対円でヘッジし、円換算したものです。なお、設定時

を100として2021年４月15日現在知りえた情報に基づいて指数化しています。 
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アジア社債ファンド Ａコース（為替ヘッジあり） 

○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 

J P モ ル ガ ン  ア ジ ア ･ ク レ ジ ッ ト ･ 
インデックス(社債、円ベース、円ヘッジ) 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 (参考指数) 騰 落 率 

第96期 

(期  首) 円 ％  ％ ％ 

2020年10月15日 6,462 － 135.11 － 98.5 

10月末 6,451 △0.2 134.96 △0.1 98.5 

(期  末)      

2020年11月16日 6,495 0.5 135.75 0.5 98.5 

第97期 

(期  首)      

2020年11月16日 6,465 － 135.75 － 98.5 

11月末 6,493 0.4 136.29 0.4 98.5 

(期  末)      

2020年12月15日 6,534 1.1 137.22 1.1 98.6 

第98期 

(期  首)      

2020年12月15日 6,504 － 137.22 － 98.6 

12月末 6,518 0.2 137.58 0.3 98.6 

(期  末)      

2021年１月15日 6,481 △0.4 136.88 △0.2 98.5 

第99期 

(期  首)      

2021年１月15日 6,451 － 136.88 － 98.5 

１月末 6,492 0.6 137.84 0.7 98.2 

(期  末)      

2021年２月15日 6,474 0.4 137.94 0.8 98.5 

第100期 

(期  首)      

2021年２月15日 6,444 － 137.94 － 98.5 

２月末 6,472 0.4 137.79 △0.1 98.7 

(期  末)      

2021年３月15日 6,426 △0.3 136.87 △0.8 98.5 

第101期 

(期  首)      

2021年３月15日 6,396 － 136.87 － 98.5 

３月末 6,397 0.0 136.69 △0.1 98.7 

(期  末)      

2021年４月15日 6,265 △2.0 135.50 △1.0 98.5 
 

（注） 期末の基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 
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アジア社債ファンド Ａコース（為替ヘッジあり） 

○運用経過 (2020年10月16日～2021年４月15日) 

 
 

  

  
（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注）分配金再投資基準価額およびJPモルガン アジア・クレジット・インデックス（社債、円ベース、円ヘッジ）は、作成期首（2020年10月

15日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

（注）JPモルガン アジア・クレジット・インデックス（社債、円ベース、円ヘッジ）は当ファンドの参考指数です。 

 

○基準価額の主な変動要因 

当ファンドは、主として、日本を除くアジアの社債を主要投資対象とする投資信託証券に投資を行ない、イ

ンカム収益の確保と信託財産の成長をめざして運用を行なっております。実質外貨建資産については、為替変

動リスクの低減を図るため、原則として為替ヘッジを行なっております。当作成期間中における基準価額の主

な変動要因は、以下の通りです。 

 

＜値上がり要因＞ 

・経済成長に対する楽観的な見方がリスク選好心理を下支えし、信用スプレッド（利回り格差）の縮小に寄与

したこと。 

・投資債券からインカム収入を得たこと。 

  

作成期間中の基準価額等の推移 
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アジア社債ファンド Ａコース（為替ヘッジあり） 

＜値下がり要因＞ 

・堅調な米国経済指標や新型コロナウイルスのワクチンに関する進展、米国財政支出の増加見通しなどを背景

に、インフレ再来への懸念が高まり、期間末にかけて米国国債利回りが上昇（債券価格は下落）したこと。 

・米国国債のボラティリティ（価格変動性）の高まりが、インドネシアを含む新興国資産に対する市場心理を

圧迫したこと。 

 

 

（債券市況） 

期間の初めは、報道でも市場でも、米国大統領選挙の行方と財政支出を伴なう景気刺激策が焦点になりまし

た。米国大統領選挙後は、選挙が大きな混乱なく終わったことで投資家の安心感が高まり、アジアのクレジッ

ト市場は大幅に上昇しました。その後は、トランプ米国大統領が、中国軍が所有または支配していると米国政

権がみなす中国企業への投資を禁止する大統領令に署名したことや、米国証券取引所が一部中国企業を上場

廃止にする方針を示したことから、米中間の緊張が注目されました。世界の２大経済大国である米中間の緊張

の高まりを背景に、市場では不透明感が強まり、信用スプレッドがやや拡大しました。2020年の年末にかけて

は、米国の財政支出を伴なう景気刺激策の議論も好転しました。2021年には、経済成長とインフレの回復期待

が金融市場の主要な原動力になりました。米国経済指標が改善したことや、米国の財政支出を伴なう大規模な

追加景気刺激策観測が相まって、市場では経済成長に対する期待が高まりました。また、新型コロナウイルス

の感染状況の改善と、新型コロナウイルスのワクチンに関して更なる前向きな進展が見られるなか、投資家は

新型コロナウイルスによる悪影響が徐々に弱まると予想しました。これらの要因がリスク資産の上昇や、米国

国債利回りの急激な上昇を促しました。米国連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）が緩和的な金融政策の維持を決定

し、2024年より前に利上げを行なわないことを改めて示唆したことが、リスク選好度の回復を一段と下支えし

ました。中国では、2020年第４四半期の国内総生産（ＧＤＰ）成長率が市場予想を上回り、2018年第４四半期

以来の高水準を記録しました。その結果、通年でのＧＤＰ成長率は2.3％を記録し、主要国の中で中国は唯一

2020年のマイナス成長を回避しました。また、中国政府は2021年の経済成長率目標を「６％超」に設定したほ

か、2020年の数値が新型コロナウイルスの感染拡大によって極めて低い水準となっていたことに留意が必要

なものの、2021年１－２月の国内経済活動は前年比で大幅な伸びを記録しました。 

 

（国内短期金利市況） 

無担保コール翌日物金利は、期間の初めの－0.01％近辺から、日銀によるマイナス金利政策の下でコール市

場でもマイナス圏での取引が続き、－0.01％近辺で期間末を迎えました。 

国庫短期証券（ＴＢ）３ヵ月物金利は、期間の初めの－0.09％近辺から、日銀による国債買入れの継続など

を受けてマイナス圏での推移が続き、－0.10％近辺で期間末を迎えました。 

 

 

（当ファンド） 

当ファンドは、収益性を追求するため、「アジア・コーポレート・ボンド・ファンド クラスＡ（ＪＰＹヘッ

ジド・ユニット）」受益証券を高位に組み入れ、「マネー・アカウント・マザーファンド」受益証券への投資を

抑制しました。 

  

投資環境 

当ファンドのポートフォリオ 
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アジア社債ファンド Ａコース（為替ヘッジあり） 

（アジア・コーポレート・ボンド・ファンド クラスＡ（ＪＰＹヘッジド・ユニット）） 

当期間、ファンドではデュレーション（金利感応度）を短めに維持しました。不動産セクターや金融（劣後

債）セクターへの投資比率を高めとしたことが相対的にプラスに寄与しました。期間の後半にかけては、金融

（シニア債）セクターや消費者セクターにおける銘柄選定が相対的にプラスに寄与した一方、金属・鉱業セク

ターや準ソブリン債セクターにおける銘柄選定が相対的にマイナスに影響しました。期間の前半に信用スプ

レッドが急激に縮小したことを考慮し、期間を通じてより高いクーポンの短期債を選好しました。 

外貨建資産については、為替変動リスクの低減を図るため、原則として為替ヘッジを行ないました。 

 

（マネー・アカウント・マザーファンド） 

運用の基本方針に従い、国庫短期証券の購入や現先取引、コール・ローンや金銭信託などを通じて、元本の

安全性を重視した運用を行ないました。 

 

 

当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けておりません。 

グラフは、当ファンドの基準価額と参考指数の騰落率です。 
 

 

  

当ファンドのベンチマークとの差異 

  
（注）基準価額の騰落率は分配金（税込み）込みです。 

（注）JPモルガン アジア・クレジット・インデックス（社債、円ベース、円ヘッジ）は当ファンドの参考指数です。 
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アジア社債ファンド Ａコース（為替ヘッジあり） 

 

分配金は、基準価額水準、市況動向などを勘案し、以下のとおりといたしました。なお、分配金に充当しな

かった収益につきましては、信託財産内に留保し、運用の基本方針に基づいて運用いたします。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第96期 第97期 第98期 第99期 第100期 第101期 

2020年10月16日～ 
2020年11月16日 

2020年11月17日～ 
2020年12月15日 

2020年12月16日～ 
2021年１月15日 

2021年１月16日～ 
2021年２月15日 

2021年２月16日～ 
2021年３月15日 

2021年３月16日～ 
2021年４月15日 

当期分配金 30  30  30  30  30  30  

(対基準価額比率) 0.462％ 0.459％ 0.463％ 0.463％ 0.467％ 0.479％ 

 当期の収益 30  30  30  30  30  30  

 当期の収益以外 －  －  －  －  －  －  

翌期繰越分配対象額 480  508  536  563  591  619  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

  

分配金 
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アジア社債ファンド Ａコース（為替ヘッジあり） 

○今後の運用方針 

（当ファンド） 

引き続き、「アジア・コーポレート・ボンド・ファンド クラスＡ（ＪＰＹヘッジド・ユニット）」受益証券を

原則として高位に組み入れ、「マネー・アカウント・マザーファンド」受益証券への投資を抑制する方針です。 

 

（アジア・コーポレート・ボンド・ファンド クラスＡ（ＪＰＹヘッジド・ユニット）） 

アジアの信用スプレッドは、景気回復の進行と財政・金融政策による支援、および新型コロナウイルスのワ

クチン接種の進展を背景に、今後小幅に縮小する余地があると予想していますが、下振れリスクは依然として

漂っています。企業の全体的な信用ファンダメンタルズ（基礎的条件）は、2021年上半期の企業業績が力強さ

を増すなど、今後も堅調に推移することが見込まれます。とはいえ、バリュエーション（株価評価）は既にファ

ンダメンタルズの改善を相応に織り込んでおり、現在はやや中立的な水準になっています。今後は、信用スプ

レッドの更なる縮小はより緩慢なものとなり、相場の調整もたびたび発生すると予想しています。 

主要先進国の中央銀行が、金融緩和政策の時期尚早な巻き戻しはしないと繰り返し言及しているにもかか

わらず、足もとではインフレの再来観測の広がりから、長期債を中心とした先進国国債の利回り急上昇に繋

がっています。利回りの上昇は、経済見通しの改善によってある程度は正当化されるものの、その急速な上昇

ペースを受けて多くのリスク資産に懸念が広がり始めており、信用スプレッドにも悪影響を及ぼす可能性が

あります。したがって、ファンダメンタルズや需給環境が弱い一部のセクターでは、短期的に信用スプレッド

が小幅に拡大する可能性があります。 

インフレの再来観測というテーマに加えて、アラスカで行なわれた米中外交トップによる会談で緊張感が

広がったことを受けて、両国の関係が安定化に失敗するリスクがやや高まっています。これはバイデン米国政

権と中国との間で行なわれた初めての会談でしたが、両国のイデオロギーの違いが明確に示されました。当

ファンドでは、今のところ、この出来事だけを受けて中国の信用スプレッドが大幅に拡大するとは考えていま

せんが、今後注視すべき重要なポイントであることは確かだと考えています。 

引き続き、主として、日本を除くアジアの社債に投資を行ない、インカム収益の確保と信託財産の成長をめ

ざして運用を行ないます。 

外貨建資産については、為替変動リスクの低減を図るため、原則として為替ヘッジを行ないます。 

将来の市場環境の変動などにより、当該運用方針が変更される場合があります。 

 

（マネー・アカウント・マザーファンド） 

引き続き、安定した収益の確保をめざして安定運用を行なう方針です。主な投資対象は、わが国の国債およ

び格付の高い公社債とし、それらの現先取引なども活用する方針です。また、コール・ローンや金銭信託など

に投資することもあります。 

将来の市場環境の変動などにより、当該運用方針が変更される場合があります。 

 

今後ともご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申しあげます。 
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アジア社債ファンド Ａコース（為替ヘッジあり） 

○１万口当たりの費用明細 (2020年10月16日～2021年４月15日) 

項 目 
第96期～第101期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 33  0.510  (a)信託報酬＝作成期間の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 5)  (0.082)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (27)  (0.411)  運用報告書など各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の情報 
提供などの対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 1)  (0.016)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） そ の 他 費 用 2   0.025   (b)その他費用＝作成期間のその他費用÷作成期間の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） ( 0)  (0.002)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ 印 刷 費 用 ） ( 1)  (0.023)  印刷費用は、法定開示資料の印刷に係る費用 

 合 計 35   0.535    

作成期間の平均基準価額は、6,470円です。  

 
（注） 作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出し

た結果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） その他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ご

とに小数第３位未満は四捨五入してあります。 

（注） この他にファンドが投資対象とする投資先においても信託報酬等が発生する場合もあります。 
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アジア社債ファンド Ａコース（為替ヘッジあり） 
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アジア社債ファンド Ａコース（為替ヘッジあり） 

○売買及び取引の状況 (2020年10月16日～2021年４月15日) 

 

 

銘 柄 
第96期～第101期 

買 付 売 付 
口 数 金 額 口 数 金 額 

国 
内 

 千口 千円 千口 千円  
アジア・コーポレート・ボンド・ファンド クラスＡ（ＪＰＹヘッジド・ユニット） 300,475 179,882 742,579 448,677  

 
（注） 金額は受け渡し代金。 

 

 

銘 柄 
第96期～第101期 

設 定 解 約 
口 数 金 額 口 数 金 額 

 千口 千円 千口 千円 
マネー・アカウント・マザーファンド － － 485 486 

 
 
 

○利害関係人との取引状況等 (2020年10月16日～2021年４月15日) 

 

＜アジア社債ファンド Ａコース（為替ヘッジあり）＞ 

区       分 

第96期～第101期 

買付額等 
Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
投資信託証券 179 179 100.0 448 448 100.0 

 
 
 
＜マネー・アカウント・マザーファンド＞ 

 該当事項はございません。 

 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三井
住友信託銀行株式会社です。 

 

  

投資信託証券 

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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アジア社債ファンド Ａコース（為替ヘッジあり） 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2020年10月16日～2021年４月15日) 

 

 該当事項はございません。また委託会社に売買委託手数料は支払われておりません。 
 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2020年10月16日～2021年４月15日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○組入資産の明細 (2021年４月15日現在) 

 

銘 柄 
第95期末 第101期末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 千口 千口 千円 ％ 

アジア・コーポレート・ボンド・ファンド クラスＡ（ＪＰＹヘッジド・ユニット） 9,607,140 9,165,036 5,252,482 98.5 

合 計 9,607,140 9,165,036 5,252,482 98.5 
 

（注） 比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。 

 

 

銘 柄 
第95期末 第101期末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

マネー・アカウント・マザーファンド 5,933 5,447 5,460 
 

（注） 親投資信託の2021年４月15日現在の受益権総口数は、1,462,812千口です。 

 

○投資信託財産の構成 (2021年４月15日現在) 

項 目 
第101期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資信託受益証券 5,252,482 97.3 

マネー・アカウント・マザーファンド 5,460 0.1 

コール・ローン等、その他 137,748 2.6 

投資信託財産総額 5,395,690 100.0 
 

（注） 比率は、投資信託財産総額に対する割合です。 

 

  

親投資信託残高 
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アジア社債ファンド Ａコース（為替ヘッジあり） 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第96期末 第97期末 第98期末 第99期末 第100期末 第101期末 

2020年11月16日現在 2020年12月15日現在 2021年１月15日現在 2021年２月15日現在 2021年３月15日現在 2021年４月15日現在 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 資産 5,929,091,965   5,862,558,002   5,757,425,010   5,690,897,968   5,578,054,918   5,395,690,930   

 コール・ローン等 92,673,150   121,888,385   114,147,485   138,864,333   119,913,151   137,747,777   

 投資信託受益証券(評価額) 5,789,552,332   5,734,848,468   5,619,131,100   5,529,224,986   5,452,562,874   5,252,482,590   

 マネー・アカウント・マザーファンド(評価額) 5,870,385   5,821,149   5,755,881   5,671,145   5,578,893   5,460,563   

 未収入金 40,996,098   －   18,390,544   17,137,504   －   －   

(B) 負債 52,126,246   46,344,078   52,662,649   78,272,023   44,041,347   60,621,477   

 未払金 －   －   －   18,699,176   －   －   

 未払収益分配金 27,271,278   26,827,748   26,528,702   26,129,848   25,957,277   25,670,217   

 未払解約金 19,304,937   14,305,281   20,422,916   27,599,505   12,586,638   28,844,878   

 未払信託報酬 5,292,454   4,745,344   5,021,425   4,935,347   4,396,569   4,791,303   

 未払利息 62   53   21   11   21   10   

 その他未払費用 257,515   465,652   689,585   908,136   1,100,842   1,315,069   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 5,876,965,719   5,816,213,924   5,704,762,361   5,612,625,945   5,534,013,571   5,335,069,453   

 元本 9,090,426,137   8,942,582,914   8,842,900,947   8,709,949,581   8,652,425,703   8,556,739,090   

 次期繰越損益金 △3,213,460,418   △3,126,368,990   △3,138,138,586   △3,097,323,636   △3,118,412,132   △3,221,669,637   

(D) 受益権総口数 9,090,426,137口 8,942,582,914口 8,842,900,947口 8,709,949,581口 8,652,425,703口 8,556,739,090口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 6,465円 6,504円 6,451円 6,444円 6,396円 6,235円 
 

（注） 当ファンドの第96期首元本額は9,207,406,084円、第96～101期中追加設定元本額は139,439,996円、第96～101期中一部解約元本額は

790,106,990円です。 

（注） １口当たり純資産額は、第96期0.6465円、第97期0.6504円、第98期0.6451円、第99期0.6444円、第100期0.6396円、第101期0.6235円です。

（注） 2021年４月15日現在、純資産総額は元本額を下回っており、その差額は3,221,669,637円です。 
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アジア社債ファンド Ａコース（為替ヘッジあり） 

○損益の状況 

項 目 
第96期 第97期 第98期 第99期 第100期 第101期 

2020年10月16日～ 
2020年11月16日 

2020年11月17日～ 
2020年12月15日 

2020年12月16日～ 
2021年１月15日 

2021年１月16日～ 
2021年２月15日 

2021年２月16日～ 
2021年３月15日 

2021年３月16日～ 
2021年４月15日 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 配当等収益 56,927,542   56,346,031   55,795,418   55,193,441   55,073,397   54,744,270   

 受取配当金 56,929,271   56,347,629   55,796,329   55,193,872   55,073,900   54,744,568   

 受取利息 －   15   8   －   －   －   

 支払利息 △        1,729   △        1,613   △          919   △          431   △          503   △          298   

(B) 有価証券売買損益 △   21,788,564   10,282,324   △   70,638,186   △   30,286,740   △   66,069,654   △  161,780,170   

 売買益 181,486   10,601,825   311,696   581,783   123,543   468,066   

 売買損 △   21,970,050   △      319,501   △   70,949,882   △   30,868,523   △   66,193,197   △  162,248,236   

(C) 信託報酬等 △    5,549,969   △    4,976,233   △    5,265,756   △    5,175,487   △    4,610,493   △    5,024,430   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 29,589,009   61,652,122   △   20,108,524   19,731,214   △   15,606,750   △  112,060,330   

(E) 前期繰越損益金 △1,708,159,807   △1,674,628,016   △1,616,270,644   △1,633,333,407   △1,624,936,279   △1,643,572,212   

(F) 追加信託差損益金 △1,507,618,342   △1,486,565,348   △1,475,230,716   △1,457,591,595   △1,451,911,826   △1,440,366,878   

 (配当等相当額) (    187,310,286)  (    184,772,631)  (    183,580,066)  (    181,619,671)  (    181,168,570)  (    180,078,547)  

 (売買損益相当額) (△1,694,928,628)  (△1,671,337,979)  (△1,658,810,782)  (△1,639,211,266)  (△1,633,080,396)  (△1,620,445,425)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △3,186,189,140   △3,099,541,242   △3,111,609,884   △3,071,193,788   △3,092,454,855   △3,195,999,420   

(H) 収益分配金 △   27,271,278   △   26,827,748   △   26,528,702   △   26,129,848   △   25,957,277   △   25,670,217   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △3,213,460,418   △3,126,368,990   △3,138,138,586   △3,097,323,636   △3,118,412,132   △3,221,669,637   

 追加信託差損益金 △1,507,618,342   △1,486,565,348   △1,475,230,716   △1,457,591,595   △1,451,911,826   △1,440,366,878   

 (配当等相当額) (    187,310,286)  (    184,772,631)  (    183,580,066)  (    181,619,671)  (    181,168,570)  (    180,078,547)  

 (売買損益相当額) (△1,694,928,628)  (△1,671,337,979)  (△1,658,810,782)  (△1,639,211,266)  (△1,633,080,396)  (△1,620,445,425)  

 分配準備積立金 249,620,064   270,362,238   290,483,147   309,205,051   330,920,607   350,417,335   

 繰越損益金 △1,955,462,140   △1,910,165,880   △1,953,391,017   △1,948,937,092   △1,997,420,913   △2,131,720,094   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

（注） 分配金の計算過程（2020年10月16日～2021年４月15日）は以下の通りです。 

項 目 
2020年10月16日～ 
2020年11月16日 

2020年11月17日～ 
2020年12月15日 

2020年12月16日～ 
2021年１月15日 

2021年１月16日～ 
2021年２月15日 

2021年２月16日～ 
2021年３月15日 

2021年３月16日～ 
2021年４月15日 

a. 配当等収益(経費控除後) 51,377,476円 52,137,550円 50,529,608円 50,017,932円 50,462,878円 49,719,826円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 0円 0円 0円 0円 0円 0円 

c. 信託約款に定める収益調整金 187,310,286円 184,772,631円 183,580,066円 181,619,671円 181,168,570円 180,078,547円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 225,513,866円 245,052,436円 266,482,241円 285,316,967円 306,415,006円 326,367,726円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 464,201,628円 481,962,617円 500,591,915円 516,954,570円 538,046,454円 556,166,099円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 510円 538円 566円 593円 621円 649円 

g. 分配金 27,271,278円 26,827,748円 26,528,702円 26,129,848円 25,957,277円 25,670,217円 

h. 分配金(１万口当たり) 30円 30円 30円 30円 30円 30円 

 

上記各資産の評価基準及び評価方法、また収益及び費用の計上区分等については、法律及び諸規則に基づき、一般に公正妥当と認められる

企業会計の基準に準拠して評価計上し処理しています。 
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アジア社債ファンド Ａコース（為替ヘッジあり） 

○分配金のお知らせ  

 第96期 第97期 第98期 第99期 第100期 第101期 

１万口当たり分配金（税込み） 30円 30円 30円 30円 30円 30円 
 
 
 

○お知らせ 

 

 2020年10月16日から2021年４月15日までの期間に実施いたしました約款変更はございません。 

 

 

 

 

約款変更について 

当ファンドの主要投資対象先の直近の運用状況について、法令および諸規則に基づき、 

次ページ以降にご報告申しあげます。 



─　 　─

種類・項目
アジア・コーポレート・ボンド・ファンド クラスＡ（ＪＰＹヘッジド・ユニット）

ケイマン籍円建外国投資信託
運用の基本方針
基本方針 利子収入の獲得および信託財産の中長期的な成長をめざして運用を行ないます。
主な投資対象 日本を除くアジアの国・地域の企業などが発行する社債を主要投資対象とします。
投資方針 ・運用にあたっては、日本を除くアジアの国・地域の企業などが発行する社債を主な投資対象

とし、利子収入の獲得および信託財産の中長期的な成長をめざして運用を行ないます。
・ファンドの純資産総額の10％までは、オーストラリアの企業などが発行する社債にも投資す
ることができます。

・実質外貨建資産については、為替変動リスクの低減を図るため、原則として為替ヘッジを行
ないます。

主な投資制限 ・取得時において、Ｓ＆Ｐ社またはムーディーズ社の格付がCCC+/Caa1格以下の債券への投
資は、ファンドの純資産総額の10％以下とします。

・ソブリン債の投資比率は、ファンドの純資産総額の10％以下とします。
・株式への投資は行ないません。
・流動性の乏しい証券への投資は、ファンドの純資産総額の15％以下とします。
・外貨建資産への実質投資割合には制限を設けません。
・デリバティブおよび外国為替予約取引の利用は、原則としてヘッジ目的および資産の効率的
な運用に資することを目的とします。

収益分配 原則として、毎月８日（休日の場合は翌営業日）に分配を行ないます。なお、管理会社の判断に
より収益分配を行なわないことがあります。

ファンドに係る費用
信託報酬など 純資産総額に対して年率0.64％以内

（国内における消費税等相当額はかかりません。）
申込手数料 ありません。
信託財産留保額 ありません。
その他の費用など 事務管理費用、資産の保管費用、有価証券売買時の売買委託手数料、設立に係る費用、法律顧

問費用、監査費用、信託財産に関する租税など。
その他
投資顧問会社 日興アセットマネジメント アジア リミテッド
管理会社 日興ＡＭグローバル・ケイマン・リミテッド
信託期間 2109年12月31日まで
決算日 原則として、毎年２月末日
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